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A 198 秘フットにおヽﾘ｀%鵡白承ス､レ>r - ンの刺用
　　　　卓都宮大､軟有　○見il明継

〔(社)日本家政学会

目吟　昨年の本学会皐次欠唇,り=^ oべ，精fe･米の巣島改善I町リii ンの単独ゑm によ。I

襲められ^.すなyﾌ*, , L一叫- Haの添加;?!* 0.／"/<,まX改善効灸'*順次増大す乃が｀, 0.Z

刄乖加ぞは効果発現^^違延が認められろz ^ を報,告し7c .この粕果は従来丿力振さ軋i！

た，動物･りヽヽヽx韻^芙中のスレλニーン剌甲ぽ分・I ヽり'^の考え11是認Ｌ軽くす^もの

であろ．そこでヂ恥七瀬自裁中tf) ;（レオ-･ンの利和ヽヽヽ本力QI.たむヽルオこンり劣｀いが，で為ね.そこでや司･七邸白米市．;(レオ- ンの剌胴Tlヽヽ｀和

どうかを，明りがヽ吋ろ^的で研兇を行っAc ので報告す§・

方法　生俊什違令の猿性ラヅトを恥.ヽ，顧白米C嶮ぶ濠A＝方法　生後什違令の竃･陳,ラヅトを用い，顧白米i砺ぶ濠産コシヒカ') ) を?リあろヽMS. こ

れに昶^すろ-ir・糖fe^類似7 い雌違令物を主伴^し，熹磯質及^ビリン,対分添加

I た個料を自由に俵肌-! -t，努温ずC , 明嘘サイク,いi時間に調節I tz飼|1 -c飼貪に．

俸重及び勅什の摂取量･*隔B ･こ測定I だ．zの測定値をもいこ俸±増加竃凍£び釧滅取

量の増ｶﾛ遠島を求めた．zこ･こ得りれたこっの増加速麦をも!i I- , 飼尉のスレオユン刺>fi

にっいて氏疵L ti.

柿果　スし;r エンの海ヽ加効幕はL-1 じン塩威塩の添力口がヽ゛o,/μのitり

^t顕奢であった．鋒白米類似アミ／嫁翼合物を呼lヽヽだ飼料の場合･^も，スレオユヽンのゑ

加効果lま認められtz..

これ^ の緯果によソ，蔀feゑ市のA レオユンは,幼ラヽソトに朴ヽI
j剰甲が劣'3

ものでいヽ

ことがホてftた．
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献企。アミノ雌組戚ヽとタンパ?質床差価･りいてi^i恥

　　　　　　　人會々大　尿政　　　　　，長野知限　　　坂本　漬

的丿　今日iて-, 日弗献立9ンl＼' l質(f･評価I こついてa . li とんど報告7 れXぃいヽ，
ら･-i.既･こ献かタン/＼'7 質の栗養涌月f f函t新r--1-飢中尿系凛彦砥t･M悛りﾐ沁い報

バ‘らrこす耘僥類w日B秀献tt調製，-A風乾坤吹, 恚了丿疎組粛i分析しバれら

(7)１ ミ）rラA〇ン･り質の凍養価(^関係£報をしrこ。今節n 7 h I丿数の献立につい

て津絃乾南紀アミノ雌組鳶I 分神レ,アミノ雌価と?.t求｡の関係, ^び,こ献立材料とア

ミノ醸排角｀Lの朗係算t種訂しnこ・r . 報をt る。

　け汰丿　献iL t調理俊, 凍緬乾煉, 粉末化し. 滅幻す管下TGN Hi卜' i □昧分解煉，

黄絶乾mし, a 立高'^淑伴ワ0 マトフヽラフ&iS-飾でアミノ皺t定-I: , trp・みほuAB t-t

色広で良t レrこ.一t, 同一乾燥献立粉末t用い, rat 0)成熹賓験けiいヽ, P.E.R.l 求

め卜。アミリ蜘両に上記フミ) 醵定童値及ざ雀珊調査兪にi i,/s-z昶凄晶アミノ雌μ励'^、

の内庫i用いて簒戴けこ。

ｊ‰廿竹潔訟べ1]址詐臨ぷ7侃
ン/＼'7質比,^ ∂－瞎χで

が認められ，失測蓬,こよ

u

ｙヽ(7口こ対し-%靴iでび部分ヵ嗜蔵アミノ鰍であ■> Iし動物性9ンl＼'l 賢比率tアｓ
蜘画，失剰値ぶよるE／T ｔフI ／雌価, p.E.R.t了い剛丞の闇にa　粛免ヽQ,相閣閣悟

が銚ヽめられTこ。


